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吉祥寺東コミュニティ協議会 
● 武蔵野市吉祥寺東町  

 １－１２－６ 
吉祥寺東コミュニティ 
センター（九浦の家） 

●電話０４２２－２１－４１４１ 

東
町
の
人 

三
月
で
58

年
の
店
を
閉
じ
る 

ス
ズ
キ
理
髪
室 

 

鈴
木
修
さ
ん 

 

女
子
大
通
り
永
沢
外
科
西
の
ス
ズ
キ
理
髪
室

は
、
昭
和

32
年
以
来
の
店
を
こ
の
三
月
閉
め
ま

し
た
。 

 

「元
々
は
阿
佐
ヶ
谷
の
生
ま
れ
育
ち
で
、
親
の
代

か
ら
の
床
屋
で
し
た
。
跡
を
継
ぐ
気
は
全
く
な 

         

く
、
高
校
卒
業
間
近
の
就
職
活
動
直
前
に
父
が

病
気
に
な
り
、
会
社
員
を
諦
め
て
理
容
学
校
に

入
っ
て
、
店
を
手
伝
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」 

 

「阿
佐
ヶ
谷
の
店
は
駅
近
く
の
一
等
地
で
良
か
っ

た
の
で
す
が
、
借
地
だ
っ
た
の
で
地
主
さ
ん
の
都

合
で
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
ど
う
し
よ

う
と
言
う
時
に
、
知
人
が
吉
祥
寺
の
理
髪
店
が

や
め
る
の
で
、
そ
こ
を
引
き
継
い
だ
ら
ど
う
だ
と

話
を
持
っ
て
来
て
く
れ
、
ほ
か
に
も
物
件
は
見
た

の
で
す
が
、
結
局
こ
こ
に
決
め
ま
し
た
」 

吉
祥
寺
の
印
象
は
ど
う
で
し
た
？ 

 

「
60
年
前
の
武
蔵
野
市
は
、
阿
佐
ヶ
谷
に
比
べ

る
と
暗
い
街
と
い
う
印
象
で
し
た
ね
。
初
め
は
友

人
も
居
な
く
て
余
計
淋
し
く
感
じ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
女
子
大
通
り
は
で
こ
ぼ
こ
、
雤
が
降
る
と

す
ぐ
側
溝
か
ら
水
が
溢
れ
る
し
、
街
灯
も
少
な

く
て
。
何
と
か
し
て
く
れ
と
商
店
街
の
人
た
ち
と

役
所
に
交
渉
に
行
っ
て
街
灯
を
増
や
し
て
も
ら
っ

た
。
だ
か
ら
光
会
。
九
浦
の
家
の
運
営
委
員
も
和

さ
ん
が
代
表
の
時
５
年
ほ
ど
や
り
、
組
合
の
人
だ
け

で
な
く
地
域
の
人
た
ち
と
も
親
し
く
な
れ
た
お
か

げ
で
本
当
に
こ
こ
に
落
ち
着
き
ま
し
た
」 

 

「は
じ
め
は
お
客
さ
ん
が
来
る
の
か
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
一
度
来
て
く
だ
さ
っ
た
人
が
リ

ピ
ー
タ
ー
で
何
十
年
も
来
て
く
だ
さ
り
、
『や
め

た
ら
こ
ま
る
よ
』と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
地
域 

 
 

は
大
企
業
の
ト
ッ
プ
や
、
学
者
や
大
学
教
授
な

ど
知
識
人
も
多
く
住
ん
で
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

肩
書
き
な
ど
表
に
も
出
さ
ず
に
気
軽
に
来
て
く

れ
ま
す
。
今
は
こ
こ
が
い
ち
ば
ん
で
す
」 

奥
様
は
い
か
が
で
す
か 

 

「吉
祥
寺
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昔
は

サ
ン
ロ
ー
ド
に
バ
ス
が
走
っ
て
い
て
、
狭
く
て
電
柱

の
陰
に
子
ど
も
た
ち
と
よ
け
た
り
、
少
し
怖
い
思

い
も
し
ま
し
た
が
、
買
い
物
も
便
利
だ
っ
た
し
、

子
育
て
、
親
の
看
と
り
、
す
べ
て
地
域
の
人
に
支

え
て
も
ら
っ
て
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
店
を
閉

め
て
も
こ
こ
を
離
れ
る
気
は
あ
り
ま
す
ん
」 

 

環
境
衛
生
に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
、
昨

26

年
十
月
に
東
京
都
知
事
賞
、
今
年
三
月
に
厚
生

労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

「武
蔵
野
環
境
衛
生
協
会
の
会
長
を
十
年
続
け

ま
し
た
。
二
度
の
受
賞
は
私
だ
け
の
物
で
は
な

く
、
会
員
の
皆
と
一
生
懸
命
や
っ
て
来
た
こ
と
の

評
価
な
の
で
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
」 

 

二
人
で
相
づ
ち
を
打
ち
な
が
ら
話
さ
れ
る
様

子
は
本
当
に
二
人
三
脚
で
息
も
ぴ
っ
た
り
。
お

客
様
が
帰
ら
れ
る
際
は
、
女
子
大
通
り
は
歩
道

が
狭
い
上
歩
道
を
走
る
自
転
車
も
多
い
の
で
、
奥

様
が
必
ず
最
初
に
扉
を
開
け
、
周
囲
を
確
認
し

て
か
ら
送
り
出
す
そ
う
で
す
。 

 

「や
め
た
ら
困
る
」と
い
う
常
連
さ
ん
の
声
が
多

い
の
は
、
腕
の
良
さ
だ
け
で
な
く
、
気
配
り
が
あ

る
か
ら
で
し
ょ
う
。
ま
だ
元
気
な
が
ら

83
歳
、

二
人
の
息
子
は
会
社
員
と
な
っ
て
店
を
継
が
な

い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
や
め
よ
う
か
と

い
う
決
心
に
い
た
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
頭
を
刈
っ

た
り
ひ
げ
を
剃
っ
た
り
し
な
が
ら
の
お
客
さ
ん
と

の
や
り
取
り
が
、
ち
ょ
っ
と
聞
き
取
り
難
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
惜
し
ま
れ
な
が
ら
の
店

じ
ま
い
で
す
。 

 

旅
行
好
き
な
お
二
人
は
、
店
を
閉
め
た
ら
の
ん

び
り
と
北
欧
に
行
き
た
い
そ
う
で
す
。
仲
良
く

二
人
三
脚
で
。      

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

駒
井
和
子 

 

皆さんのご参加をお待ちしています 
  

 吉祥寺東コミュニティ協議会(九浦の家） 

2７年度住民総会 
４月１８日(土) 九浦の家ホール 

  
 第1部  元木靖則さん（第三中学校長）のお話 

 14:00~  ｢学校と地域のかかわりあいについて」 
  
 第２部 総会 ２６年度事業報告・決算報告・２７年度事業計画・予算案 

 15:00~    運営委員承認 

余
談 

 

十
三
歳
の
時
、
学
徒
動
員
で
三
鷹
の
工
場
で
飛

行
機
の
ピ
ス
ト
ン
を
つ
く
っ
て
ま
し
た
。
中
島
の
工
場

へ
ト
ラ
ッ
ク
で
納
品
に
来
た
時
、
あ
ま
り
人
が
い
な
い

の
が
不
思
議
で
し
た
。
後
で
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、

本
物
は
夜
に
な
っ
て
雀
宮
（宇
都
宮
の
隣
り
）の
工

場
に
こ
っ
そ
り
運
ん
だ
ら
し
く
、
こ
っ
ち
は
ど
う
や

ら
ダ
ミ
ー
だ
っ
た
み
た
い
で
す
。 



街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 
   

二
丁
目
道
路
問
題 

 
三
月

17
日
、
東
町
道
路
問
題
協
議
会
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
濱
岡
、
長
谷
川
の
二
氏
が
、

武
蔵
野
警
察
署
交
通
課
交
通
規
制
係
統
括

係
長
佐
藤
警
部
補
を
訪
問
し
ま
し
た
。
昨
年

十
一
月
に
二
丁
目
道
路
問
題
は
、
警
察
と
の

連
絡
調
整
の
中
心
だ
っ
た
井
部
氏
逝
去
後
の

体
制
を
作
り
直
し
、
武
蔵
野
警
察
交
通
課

長
以
下
に
挨
拶
に
出
向
き
ま
し
た
が
、
警
察

側
も
直
接
担
当
で
あ
っ
た
高
根
沢
係
長
が
退

職
さ
れ
た
た
め
、
改
め
て
今
ま
で
の
経
過
を

示
す
九
浦
の
家
だ
よ
り
の
関
係
記
事
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
持
参
し
、
現
地
の
抱
え
て
い
る
悩

み
を
説
明
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。 

 

二
月

13 
日
に
は
、
二
丁
目
道
路
問
題
に
つ

き
、
市
の
都
市
整
備
部
課
長
ほ
か
職
員
と
情

報
・意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
３
コ
ミ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
外
環
問
題
協
議
会
も
一
緒
で
し

た
が
、
北
宮
本
小
路
、
東
十
一
小
路
他
の
抜

道
問
題
の
概
要
と
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ

た
も
の
の
今
ま
で
の
警
察
か
ら
の
様
々
な
提

案
、
住
民
の
長
年
の
観
察
に
基
づ
く
勘
に
よ

る
外
環
イ
ン
タ
ー
建
設
後
の
通
過
車
予
想
な

ど
、
図
面
で
か
な
り
説
明
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
今
ま
で
の
自
主
交
通
量
調
査
も
含
め
た
地

域
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
九
浦

の
家
だ
よ
り
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
か
、
二
月

25 

日
、
東

十
一
小
路
お
よ
び
う
ぐ
い
す
小
路
で
交
通
量

調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
後
も
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー

ム
で
検
討
を

続
け
ま
す
。  

街
並
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

東
町
三
丁
目
南
半
分 

  

年
度
末
恒
例
に
な
っ
た
「ま
ち
企
画
」の
地
域

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
は
、
今
回
、
今
ま
で
で
き
な

か
っ
た
三
丁
目
の
、
五
日
市
街
道
と
本
宿
小

通
り
の
間
の
部
分
で
し
た
。 

 

こ
の
地
区
の
最
大
の
特
色
は
、
大
き
な
農
地

が
ま
だ
二
枚
残
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
持
ち
主

が
高
齢
に
な
ら
れ
、
前
ほ
ど
作
物
が
あ
り
ま

す
ん
が
、
左
上
の
写
真
の
上
部
分
に
は
、
水

仙
の
群
落
や
、
大
き
な
沢
山
実
が
な
る
ミ
カ

ン
の
木
が
あ
り
ま
す
。
本
宿
小
通
り
に
近
い

畑
は
、
ビ
ワ
の
木
が
伐
ら
れ
ま
し
た
。 

 

通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ
た
の

で
、
防
災
、
防
犯
の
メ
ガ
ネ
で
街
を
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
し
ま
し
た
。
三
丁
目
の
美
大
通
り
一
本

東
の
通
り
は
、
防
災
上
問
題
あ
り
と
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
は
歴
史
的
に
、
関
東
大
震
災
後

の
建
築
ブ
ー
ム
で
、
先
々
代
安
養
寺
和
尚
が

故
郷
の
秋
田
に
諸
職
の
職
人
さ
ん
を
ス
カ
ウ

ト
に
行
き
、
そ
の
方
た
ち
が
ま
と
ま
っ
て
住
ま

れ
た
場
所
の
名
残
で
、
一
間
道
路
や
、
渦
巻

き
状
の
通
路
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

 

こ
れ
は
全
地
域
共
通
で
す
が
、
変
圧
器
や

電
線
、
電
話
線
、
テ
レ
ビ
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
が
お

び
た
だ
し
い
電
柱
と
電
線
網
が
、
ど
の
く
ら
い

地
震
に
耐
え
ら
れ
る
か
気
に
な
り
ま
し
た
。 

  

落
書
き
は
予
想
よ
り
少
な
く
、
細
め
控
え

め
で
す
が
あ
り
ま
し
た
。
万
年
塀
の
地
震
対

策
の
補
強
の
例
も
あ
り
ま
し
た
。
壊
れ
て
も
、

道
に
倒
れ
込
む
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の

写
真
の
落
書
き
は
古
い
タ
イ
プ
で
す
。 

       

こ
ち
ら
は
防
犯
カ
メ
ラ
。
三
中
の
南
ベ
ラ
ン
ダ

校
舎
の
壁
に
つ
い
て
い
ま
す
。
左
写
真
は
稲
荷

通
り
の
交
差
点
。 

九
浦
の
家
に
帰
り
桜
餅
で
感
想
を
交
換
し
、

解
散
し
ま
し
た
。
参
加

14
名
で
し
た
。 

◎
う
ぐ
い
す
小
路
九
浦
の
家
20
ｍ
南
に
蕎
麦
懐

石
出
店
予
定
。 

◎
鈴
木
床
屋
が
三
月
末
で
閉
店
。
鈴
木
床
屋
の

少
し
後
に
来
た
ぜ
の
東
隣
の
永
沢
外
科
医
院
も

三
月
末
で
閉
院
で
す
。 

◎
オ
リ
ジ
ン
東
の
海
鮮
丼
「丼
丸
」が
店
舗
改
修

で
半
月
以
上
休
み
ま
し
た
が
三
月

15
日
再
開
。 

◎
五
日
市
通
りG

E
O

自
転
車
四
月

20
日
撤
退
。 

◎
女
子
大
通
り
鈴
木
道
場
前
の
ベ
ン
チ
が
壊
さ
れ

て
し
ま
い
、
昨
年
暮
れ
府
中
刑
務
所
製
の
を
新
た

に
設
置
し
ま
し
た
。 

◎
三
月
末
、
バ
ウ
ス
シ
ア
タ
ー
の
解
体
が
九
分
が

た
終
了
。
大
手
企
業
の
ボ
ー
リ
ン
グ
お
よ
び
遊
技

場
地
下
３
階
地
上
３
階
の
計
画
で
、
こ
れ
か
ら
地

下
を
掘
る
の
で
、
ぜ
の
土
の
搬
出
で
五
日
市
街
道

が
混
む
時
間
帯
が
で
き
、
ま
た
、
南
側
歩
道
の
通

行
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

◎
二
月

27
日
、
三
中
に
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
来
て
、

校
庭
で
安
全
教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

◎
二
月
末
JR
沿
い
の
道
の1

00

円
ロ
ー
ソ
ン
が
閉

店
。
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
は
三
月
初
め
、
営
業
時
間
を

終
日
か
ら
９
時
〜
午
前
３
時
に
変
更
で
す  

◎
松
井
病
院
は
二
月

16
日
よ
り
内
科
・外
科
の

診
療
を
再
開
）
（
14
〜
17
時
）土
曜

12
〜

14
時 

東
十
一
小
路
練
馬
よ
り
の
冠
木
門
の
お
宅
が
更

地
化
。
東
町
の
建
替
え
速
度
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

◎
東
町
事
故
・事
件
（ 

一
月
～
三
月

22
日
） 

人
身
事
故 

一
丁
目
５ 

二
丁
目
１ 

三
丁
目
・四 

丁
目
０ 

女
子
大
通
り
で
小
学
生
が
事
故
。
横
断

歩
道
で
ふ
と
前
に
出
て
し
ま
っ
た
た
め
。 

物
件
事
故 

一
丁
目

13 

二
丁
目
９ 

三
丁
目
９ 

四
丁
目
１
。
事
務
所
空
き
巣
２
．
ひ
っ
た
く
り
０ 

東
町
火
災 

 

東
町
四
丁
目
で
二
月
に
火
災
１
件
。
不
審
火
の
疑

い
も
あ
っ
て
調
査
中
で
す
。 

ス
プ
レ
ー
な
ど
に
よ
る
落
書
き
再
発
中
。 

 
 

 
  

 

 

 

 

 

 

 
  

万年塀を、鉄のアーム
が抱える格好 

三
中
正
門
右
の
二
基
の
雨
水
利
用
天
水
尊
の 

所
で
ま
た
話
が
は
ず
む
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
一
行 

JR高架下のはしら。巻 
いた鉄板の下の方に 
さびが出ている 



 
 

 

東
町
ニ
ュ
ー
ス 

三
月
末
コ
ブ
シ
を
追
っ
て
、
染
井
吉
野
は
一
気

に
満
開
。
し
だ
れ
桜
が
ぜ
の
あ
と
に
。
五
日
市

街
道
弁
当
屋
に
、
も
う
燕
が
巣
を
か
け
ま
し
た
。 

◎
三
月
20
日
第
三
中
学
卒
業
式
。
男
女
３
名

が
壇
上
で
卒
業
の
言
葉
を
。
伝
統
の
見
事
な

合
唱
が
式
場
を
満
た
し
ま
し
た
。
３
ク
ラ
ス
男

子
47
女
子
47
が
巣
立
つ
。
元
木
校
長
式
辞
が

素
晴
ら
し
い
。
九
浦
の
家
ロ
ビ
ー
掲
示
板
に
掲

載
し
て
あ
り
ま
す
。 

◎

25
日
、
晴
天
の
第
四
小
と
本
宿
小
卒
業

式
。
第
四
小
は
校
長
と
六
年
担
任
が
紋
付
袴

姿
で
華
や
い
だ
卒
業
式
。
卒
業
生
と
５
年
生
の

送
別
の
呼
び
か
け
は
歌
の
掛
け
合
い
で
。
２
ク

ラ
ス
57
名
が
巣
立
ち
ま
し
た
。
四
小
は
以
前

か
ら
混
合
名
簿
で
す
。 

本
宿
小
は
地
味
な
が
ら
落
ち
着
い
た
式
で
、

卒
業
生
の
鍛
え
ら
れ
た
合
唱
が
印
象
的
で
し

た
。
式
辞
で
立
派
な
態
度
と
褒
め
、
「夢
を

持
っ
て
中
学
校
の
門
を
入
っ
て
！ 
待
っ
て
い
ま 

 

三
月

27
日
夜
７
時 

ゼ
ロ
ワ
ン
ホ
ー
ル 

街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 

す
」と
元
木
三
中
校
長
。
説
得
力
が
あ
り
ま
す
。

１
ク
ラ
ス
39
名
は
男
子
26
女
子
13
と
男
子
が

二
倍
の
学
年
。
巣
立
ち
の
言
葉
は
宮
沢
賢
治
の

「生
徒
諸
君
に
寄
せ
る
」で
始
ま
り
ま
し
た
。
卒

業
生
を
送
り
だ
す
ハ
ン
ド
ベ
ル
も
一
糸
乱
れ
ず
。 

◎
二
月
末
設
置
の
通
学
路
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
、

本
宿
小
通
り
２
基
、
五
日
市
街
道
２
基
、
三
中
通

り
に
１
基
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
画
像
は
ほ
ぼ
１
週

間
で
上
書
き
さ
れ
て
い
く
ぜ
う
で
す
。 

◎
一
昨
年
青
少
協
やP

T
A

と
コ
ミ
セ
ン
が
一
緒
に

申
請
し
昨
年
三
月
認
め
ら
れ
た
二
本
の
道
路
名

の
プ
レ
ー
ト
が
つ
き
ま
し
た
。
本
宿
小
通
り
は
、

杉
並
境
の
ム
ー
バ
ス
路
線
の
北
側
と
本
宿
小
体

育
館
北
、
三
中
通
り
は
美
大
通
り
出
口
。 

◎
銀
座
ア
ス
タ
ー
三 

月

29
日
、
JR
東
口
北
の

ブ
ラ
ン
シ
ュ
に
オ
ー
プ
ン
。 

◎
女
子
大
通
り
知
歯
科
の
東
隣
に
四
月
４
日

B
eer C

afé C
am

eya

、
ぜ
の
隣
に
２
日
焼
菓
子

専
門S

ream
y

オ
ー
プ
ン
。 

  

貯
留
槽
つ
い
に
完
成 

   

見
学
会
行
わ
れ
る 

 

二
月
１
日
、
や
っ
と
完
成
し
た
下
水
道
合
流

改
善
施
設
＝
大
貯
留
槽
の
見
学
会
が
あ
り
、

三
年
に
わ
た
る
下
水
道
施
設
建
設
協
議
会
、

工
事
連
絡
会
な
ど
関
係
者
と
近
隣
の
方

37

名
が
参
加
。
ま
た
、
７
日
に
は
市
報
を
み
て

応
募
し
た
５１
名
が
見
学
し
ま
し
た
。
一
度

汚
水
が
入
っ
た
ら
空
に
な
っ
て
も
一
般
人
は

入
れ
な
い
の
で
、
内
部
は
こ
の
機
会
し
か
見
ら

れ
ま
す
ん
。
地
下

30
数
メ
ー
ト
ル8500
㌧
の

貯
留
槽
は
、
内
部
に
太
い
柱
と
梁
が
何
本
も

あ
り
、
ま
た
底
に
ゴ
ミ
や
砂
な
ど
が
滞
留
。
し

な
い
よ
う
に
溜
め
た
水
で
一
気
に
流
す
フ
ラ
ッ

シ
ュ
装
置
が
あ
っ
て
、
皆
さ
ん
予
想
よ
り
中
は
小

さ
い
印
象
を
持
た
れ
た
よ
う
で
す
。
階
段
と
壁

の
隙
間
が
上
に
行
く
ほ
ど
広
く
な
る
の
は
強

度
と
壁
の
厚
さ
を
計
算
し
て
の
結
果
だ
そ
う

で
す
が
、
底
か
ら
地
上
の
機
械
室
ま
で
30
ｍ

強
上
が
る
の
に
息
切
れ
し
ま
し
た
。 

１
日
の
見
学
時
は
底
の
釜
（水
が
最
後
に
溜

る
へ
こ
み
）付
近
に
水
を
見
ま
し
た
が
、
７
日

の
見
学
者
は
、
か
な
り
広
範
囲
に
30
㎝
ほ
ど

透
き
通
っ
た
水
が
溜
ま
っ
て
お
り
、
質
問
し
た

ら
、
こ
れ
だ
け
深
く
な
る
と
圧
で
厚
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
壁
か
ら
地
下
水
が
滲
み
出
し
て
く
る

と
説
明
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
も
と
も
と
不
用

な
照
明
は
設
置
し
て
い
な
い
の
で
懐
中
電
灯

頼
り
、
写
真
を
撮
る
に
は
足
場
も
悪
く
、
う

ま
く
伝
わ
る
で
し
ょ
う
か
。
大
貯
留
槽
の
上

「吉
祥
寺
東
町
ふ
れ
あ
い
公
園
」と
法
政

プ
ー
ル
跡
地
「そ
よ
風
緑
地
」が
突
貫
工
事
で

三
月
末
ほ
ぼ
完
成
。
四
月
初
め
近
隣
に
は
お

知
ら
す
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
開
園
式
は
、
四
月

18
日
の
予
定
で
す
。 

外
環
道
路
問
題 

第

20
回
武
蔵
野
市
に
お
け
る
地
上
部
街
路

に
関
す
る
話
し
合
い
の
会 

半
年
ぶ
り 

 
十
二
月

18 
日
の
予
定
が
衆
議
院
選
で
延

び
、
前
回
の
八
月

21
日
か
ら
半
年
以
上
た
っ

て
の
開
催
で
、
傍
聴
者
も
多
数
で
し
た
。 

 

外
環
本
線
は
、
大
深
度
地
下
な
の
で
、
武
蔵

野
市
内
は
立
退
き
の
問
題
は
、
本
線
建
設
に

関
し
て
は
あ
り
ま
す
ん
が
、
既
に
不
動
産
屋

情
報
で
は
、
地
下
ト
ン
ネ
ル
と
い
う
だ
け
で
地

価
へ
の
影
響
が
み
ら
れ
ま
す
。
現
行
法
上
は

補
償
が
さ
れ
な
い
そ
う
で
す
。 

 

問
題
の
地
上
部
道
路
に
関
し
て
は
、
練
馬
区

で
昨
年
十
二
月
下
旬
に
記
者
発
表
後
、
一

月
に
３
回
の｢

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞

く
会
」と
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

都
資
料
で
は
道
路
幅
の
異
な
る
３
案
が
示
さ

れ
練
馬
は
前
原
交
差
点
か
ら
千
川
通
り
間

22
ｍ
を
選
択
、
す
で
に
都
市
計
画
案
変
更
。

練
馬
区
の
道
路
の
在
り
方
の
武
蔵
野
市
へ
の

影
響
は
、
解
釈
に
よ
っ
て
は
問
題
を
は
ら
ん
で

お
り
、
今
回
の
話
し
合
い
の
会
で
説
明
を
求

め
ま
し
た
。
三
コ
ミ
セ
ン
の
武
蔵
野
地
区
外
環

問
題
協
議
会
で
は
今
後
に
注
目
し
て
い
ま

す
。
練
馬
と
杉
並
問
題
で
、
予
定
の
こ
れ
ま

で
の
提
出
意
見
説
明
も
ま
た
中
断
と
な
り
、

必
要
性(

整
備
効
果
・影
響)

の
話
は
次
回
送

り
と
な
り
ま
し
た
。
５
年
半
に
わ
た
る
の
で

「中
間
ま
と
め
」
を
都
に
要
求
し
ま
し
た
。 

 

更
に
杉
並
区
善
福
寺
二
丁
目
か
ら
３
年
が

か
り
で300

ｍ
の
外
環
の
２
廃
止
の
都
市
計
画

案
が
十
二
月
に
受
理
さ
れ
た
も
の
、
都
は
早

否
定
的
な
意
向
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し

て
構
成
員
か
ら
怒
り
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

平
成

20
年
八
月
故
上
田
誠
吉
氏
提
訴
の

「外
環
ノ
２
」裁
判
が
一
月
に
結
審
し
、
六
月

30
日
に
判
決
が
お
り
ま
す
。 

三
月
３
日

19
時
か
ら
九
浦
の
家
で
市
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
職
員
と
懇
談
し
ま
し
た
。 

                 

◇
地
域
団
体
総
会
ほ
か 

 

東
部
福
祉
の
会 

四
月

17
日

14
時 

本
町
コ
ミ 

 

青
少
協
本
宿
地
区 

四
月

25
日

10
時 

本
宿
小 

 

吉
祥
寺
東
コ
ミ 

四
月

18
日

14
時 

九
浦
の
家 

 
 

一
部 

三
中
元
木
校
長
講
演 

二
部
総
会
議
事 

 

本
宿
コ
ミ 

四
月

19
日 

14
時 

本
宿
コ
ミ 

  

東
部
防
災
会  

五
月

17
日 

14
時
本
宿
コ
ミ 

 

◇
つ
ど
い 

四
月

23
日

19
時 

新
年
度
テ
ー
マ
は
？  

◇
ア
ジ
ア
を
知
れ
う
香
港
１ 

 

四
月

25
日 

 
 

「
今
あ
ら
た
め
て
知
る
香
港
」  

 
 

 
 

東
京
大
学
大
学
院
教
授 

 

谷
垣
真
理
子
氏 

 

◇
九
浦
フ
リ
マ
五
月
31
日
（日
）
10
時
半~

13
時 

◇
七
月
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
九
浦
で
予
定 

予告 

 

 

 

 

 

 
これはまだ地面に近い所。明かりとりの 
光が届いている 
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▼
三
月
第
四
週
の
コ
ミ
セ
ン
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
22
日
と

27
日
午
後
、
お
点
前
の
お
抹

茶
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。484

名
の
来
館
で
し
た
。 

つ
ど
い
で
聴
く 

 
 

 三
月 
東
町
の
現
在
の
医
療
事
情 

菅
原
健
康
課
長
と
森
安
高
齢
者 

支
援
課
長
に
伺
い
ま
し
た
。 

  

東
町
で
は
松
井
外
科
病
院
の
休
院
で
、
救
急
も

で
す
が
、
入
院
出
来
る
病
院
が
無
く
な
っ
た
こ
と

で
不
安
が
広
が
り
ま
し
た
。
市
は
救
急
中
止
の
対

応
態
勢
で
シ
フ
ト
替
え
と
共
に
、
四
月
以
降
の
休

日
診
療
の
医
院
・診
療
所
を
新
聞
折
り
込
み
で
広

報
し
ま
し
た
。 

 

松
井
外
科
の
今
後
だ
が
、
91
床
は
、
都
の
医
療

圏
域
の
く
く
り
の
中
で
は
規
定
数
を
超
え
て
い
る

の
で
、
後
が
早
く
決
ま
ら
な
い
と
病
床
数
が
消
滅

し
て
し
ま
う
。
引
き
継
げ
そ
う
な
医
療
法
人
な
ど

も
紹
介
は
し
た
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。 

 

救
急
に
つ
い
て
は
、
市
内
二
次
救
急
（入
院
を
伴

う
）四
病
院
は
都
か
ら
補
助
が
あ
る
。
松
井
外
科

は
入
院
先
が
見
つ
か
ら
ぬ
患
者
の
搬
送
先
と
し

て
、
圏
域
唯
一
の
固
定
性
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
点
で
も
困
っ
て
い
る
の
は
事
実
だ
。 

 

松
井
病
院
と
共
に
吉
祥
寺
南
病
院
の
建
設
も
滞
っ

て
い
る
。
前
進
座
跡
地
は
南
側
が
一
種
住
専
地
域
で 

 
 東

京
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
カ
ル
テ
ッ
ト
の 

本
格
弦
楽
四
重
奏
を
満
喫 

 
 

 

二
月
１
日
午
後
新
春
コ
ン
サ
ー

ト
。
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
弦
楽
四
重
奏

曲
第
９K

169

番
に
感
動
し
、
そ
の

あ
と
の
ワ
ル
ツ
・ポ
ル
カ
で
ま
た
豊

か
な
気
分
を
満
喫
し
ま
し
た
。
さ

す
が
N
響
関
係
者
の
チ
ー
ム
の

音
楽
力
で
す
。
昨
年
の
バ
イ
オ
リ

ン
と
同
じ
よ
う
に
、
チ
ケ
ッ
ト

早
々
と
６０
席
完
売
。 

高
い
物
が
建
た
な
い
。
今
の
病
院
と
の
連
絡
通
路

を
地
下
に
す
る
の
も
困
難
が
あ
る
。
地
域
か
ら
の

要
望
が
高
く
て
も
、
建
築
行
政
は
規
制
性
が
厳
し

い
。
議
会
で
も
質
問
あ
っ
た
が
、
容
積
率
の
変
更
は

国
土
交
通
大
臣
マ
タ
―
で
難
し
い
。
同
じ
こ
と
は

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
あ
り
、
一
種
住
専

に
は
つ
く
れ
な
い
。 

だ
と
し
た
ら
、
特
区
化
は
絵

空
事
な
の
か
。
住
民
に
は
何
が
で
き
る
か
。  

 

厳
し
い
事
情
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
吉
祥
寺
東
部
は
安
心
で
き
ま
す
ん
。  

 

一
月
「
認
知
症
を
予
防
し
て
老
後
を
豊
か
に
」 

 

講
師
にN

P
O

法
人
「武
蔵
野
す
こ
や
か
」星
田
正

氏
。
雤
の
中

26
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

二
月
「
東
町
の
ま
ち
づ
く
り
」  

 
お
話
はN

P
O

法
人
「武
蔵
野
ま
ち
づ
く
り
市
民

会
議
」の
塩
沢
誠
一
郎
氏
。
増
え
続
け
る
空
き
家

事
情
。
住
民
の
間
に
交
流
の
生
ま
れ
る
集
合
住
宅

の
仕
掛
け
な
ど
、
示
唆
に
富
み
、
昨
年
の
三
浦
展

さ
ん
の
お
話
と
も
合
わ
す
、
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。 

 

恒
例
お
も
ち
つ
き 

 

一
月

25
日
お
餅
つ
き
は
今
年
も
大
盛
況
。
臼
は

今
回
頂
戴
し
た
の
で
２
臼
使
え
ま
す
。
。
若
い
世

代
、
乳
母
車
の
参
加
が
う
れ
し
い
で
す
。
搗
き
手

エ
ー
ス
は
三
中
卒
業
生
Y
君
と
岡
田
さ
ん
ち
の
佐
藤

さ
ん
。
福
祉
の
会
の
子
ど
も
ス
タ
ッ
フ
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
志
願
の
少
中
生
も
衛
生
管
理
の
も
と
、
お

も
ち
配
り
を
し
、
低
学
年
は
大
型
百
人
一
首
の

手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
感
謝
。
来
年
も
よ
ろ
し
く
。 

      

▼
二
月
２
日
か
ら

20
日
ま
で
休
館
し
て
ト
イ
レ

を
大
改
装
。
希
望
し
た
男
女
位
置
の
入
替
え
は

無
理
で
し
た
が
、
同
室
の
た
め
ご
不
自
由
か
け
て

い
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ト
イ
レ
と
男
性
ト
イ
レ
部
分
が
仕

切
ら
れ
ま
し
た
。
女
性
用
も
洋
式
二
基
と
な
り
、

壁
や
床
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
ト

イ
レ
は
お
む
つ
替
え
の
台
と
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

     

▼
二
月
休
館
の
た
め
九
浦
の
運
営
委
員
会
を
本

町
コ
ミ
セ
ン
で
実
施
。
三
月

11
日
東
北
大
震
災
の

記
念
日
を
黙
祷
で
始
め
ま
し
た
。
借
り
会
場
な
の

で
終
わ
り
の
時
間
厳
守
。
い
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

▼
三
月

30
日
ガ
ラ
ス
フ
ィ
ル
ム
老
朽
に
つ
き
貼
り

か
え
工
事
。 

▼
二
月

25
日
、
地
元
の
大
津
鎮
雄
画
伯
の
展
覧

会
が
、
加
須
市
の
サ
ト
エ
美
術
館
で
あ
る
の
で
、
運

営
委
員
研
修
で
出
か
け
ま
し
た
。
多
数
の
大
型
の

作
品
群
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
ま
と
め

て
保
存
さ
れ
鑑
賞
さ
れ
る
場
を
え
ら
れ
て
お
幸

す
で
す
。
お
ま
け
に
グ
リ
コ
の
工
場
見
学
。
板
チ
ョ

コ
の
筋
付
け
を
利
用
し
た
、
割
れ
る
ワ
ン
タ
ッ
チ
カ

レ
ー
ル
ー
開
発
な
ど
興
味
深
い
話
も
。 

▼
一
月

27
日
春
風
亭
朝
也
落
語
会
は
お
客
さ

ん
が
50
名
を
超
え
ま
し
た
。
反
響
版
な
ん
て
不

要
と
い
う
元
気
。
「厄
払
い
」「富
久
」の
二
席
。 

▼
九
浦
の
桜
も
老
木
な
の
で
、
樹
木
医
の
診
断
を

受
け
、
治
療
と
対
策
は
花
が
終
わ
っ
て
六
月
行
い

ま
す
。
今
年
は
三
月
末
日
に
満
開
。 

▼
ま
ち
企
画
で
「能
鑑
賞
講
座
・熊
野
」を
三
月
１

日
午
後
お
こ
な
い
ま
し
た
。
講
師
は
青
木
健
一
さ

ん
。
終
盤
参
加
者

50
名
が
先
生
の
後
に
つ
い
て
謡

を
う
な
る
。 

▼
囲
碁
の
大
窪
先

生
が
一
月

25
日
今

年
も
入
選
でN

H
K

全
国
俳
句
大
会
へ。

三
月

12
日
、
会
員

の
初
級
囲
碁
大
会
。

先
生
面
倒
見
の
良
い

こ
と
。
90
歳
に
な
ら

れ
ま
し
た
。 

◎
長
い
間
運
営
委
員
窓
口
担
当
だ
っ
た
朝
比
奈

遼
君
が
卒
業
・就
職
の
た
め
退
任
、
床
鍋
麟
太

郎
、
佐
藤
拓
海
、
三
島
由
梨
子
さ
ん
が
窓
口
担

当
に
入
り
ま
す
。  

◎
吉
祥
寺
東
コ
ミ
セ
ン
の
運
営
委
員
を
や
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
堅
そ
う
だ
け
ど
敷
居
は
結
構
低

い
で
す
。
協
力
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
通
信

の
情
報
提
供
も
切
望
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通

信
は
、
多
く
の
協
力
員
の
お
力
で
全
戸
配
布
が

可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。
下
記
へ
お
電
話
を
。 

これが九浦の桜です。 

上 

新
し
い
臼
。 

下
は
乳
母
車
の
列 




